
（一般社団法人）

▼  理事会を開催

▼  富士研修センターで初の就業前研修

▼  県が調査基準価格等を引き上げ

http://www.ibaken.or.jp/


冒頭、岡部会長は県の公共事業費が前年度と比

べ 25% の減少となったことに懸念を示しながら

「29 年度以降のことを考え、安定した公共事業の

確保を強く要望していきたい」と述べた上で、緊

急の課題である担い手の確保への努力を呼び掛

けました。

議事では事業計画案のほか、新規入会者、収支

予算案、委員会規則の一部改正案を審議し、いず

れも原案どおり決定。建設工事の品質と県民の

安全・安心確保につながる公共工事予算の確保・

拡大や、適正な入札契約に向けた各種要望活動、

広報活動などを積極的に展開していくことを確

認しました。

また、国や県との協定に基づく災害時の応急対

策や道路の清掃、不法投棄防止のパトロールなど

を引き続き推進します。緊急時における事業継続

計画（BCP）への対応についても、会員企業での

取得を促進します。

さらに雇用改善や人材確保・育成に向け、高校

生などを対象とした現場見学会、現場実習、イン

ターンシップを行うほか、社会保険未加入対策、

高齢者や女性が活躍できる環境作り、労働災害の

防止などに取り組みます。

そのほか、法人化設立 60 周年記念事業や昨年

に引き続き大洗での支部対抗チャリティーゴル

フ大会を企画していることに触れました。

担い手確保へ新たに委員会設置担い手確保へ新たに委員会設置
本会の理事会を開催◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

本会は 3月 25 日、水戸市の県建設技術研修センターで理事会を開催し、平成 28 年
度の事業計画案などを承認しました。緊急の課題である担い手の中長期的な確保・育
成のため、（仮称）人材開発委員会の新たな設置に向け、規則を一部変更しました。ま
た設立 60 周年の記念すべき年に意を新たにし、関連団体との連携を密にし、適切な
事業執行を目指します。

岡部会長
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品質と安全安心確保、雇用改善や人材育成
平成28年度事業計画案を決定

建設工事の品質と県民の安全・安心の
確保を図る事業

①公共事業予算の安定的な確保・拡大

・ 将来にわたり計画的、安定的に公共事業予算

を確保・拡大し、同時に企業経営を安定化さ

せることが重要。関連発注機関に対し強く要

望する。

②入札・契約制度および適正取引に関する事業

・ 多様な入札契約制度、総合評価方式の普及・

拡大、ダンピング対策の徹底、不良不適格業

者の排除など、経営と技術に優れた地域建設

企業が報われる公共調達のあり方を調査研究

し、関係機関などへ要望、提言する。

③技術の研さん・経営の改善などに関する

　啓発指導事業

・ 会員企業の技術力向上に資する啓発指導を行

い、安定的、効率的な社会資本整備に貢献する。

・ 会員企業の健全な経営に資するため情報収集

するとともにセミナーなどを開催し、企業経

営の安定化に有効な施策動向についても逐次

会員企業に周知する。

④建設業における地域貢献活動事業

・ 不法投棄防止パトロール、道路の清掃活動、

災害時の応急対策業務、家畜伝染病に関する

防疫業務など各種活動を推進する。

・ 緊急時における事業継続計画（BCP）への対

応についても、会員企業での取得を推進し、

信頼される業界を目指し努める。

⑤法令遵守の徹底と企業の社会的責任への対応

・ 研修会、講習会を開催し建設企業のコンプラ

イアンスのさらなる徹底に努める。

⑥積極的な広報活動の推進

・ 小中学生の建設現場を描いた図画の募集、展

示などを通じ建設業のイメージアップにつな

がる効果的な広報活動を展開するとともに建

設フェスタを開催する。国や地方公共団体と

の災害協定に基づく各種訓練に積極的に参加

し、広く県民・社会にアピールする。

建設業の健全な発展向上を図るための
雇用改善および人材確保・育成に関す
る事業

・ 若者が夢をもって将来を託せる産業であると

認識してもらうため、工業高校生などを対象

とした建設現場見学会、現場実習などを実施

するほか、普通科・商業科などの高校生を対

象にしたインターンシップを実施します。

・ 社会保険未加入対策、建設労働者の処遇や労

働環境の改善、若年労働者の入職促進・定着

率の向上、効果的な教育とスキルアップなど

の取り組みを推進するとともに、経験豊かな

高齢者や女性が活躍しやすい労働環境と処遇

改善などについて、関係機関と協議する。

・ 対策などを周知徹底し、労働災害の防止に努

める。

平成28年度事業計画案の重点項目
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普通校などインターンシップ拡大へ
魅力職場、労働者確保事業推進委が事業計画

本会による「若年者に魅力ある職場づくり事業
推進委員会」と「建設労働者確保育成事業推進
委員会」が 3月 25 日、水戸市の県建設技術研修
センターで開かれ、平成 27 年度の事業結果報告
と平成 28 年度の事業実施計画が示されました。
冒頭、尾曽正人副会長が「建設系以外の高校
生を対象としたインターンシップの拡大を検討
している」と方向性を示しました。
27 年度の事業結果報告では、入職・離職率

の雇用管理実態に関する調査結果を報告。26 年
入職者のうち若年労働者（34 歳以下）の割合は
49.3% を占めることなどが説明されました。
また現場見学会、現場実習に参加した高校生
らのアンケート結果が紹介され、研修後、建設
業に対するイメージが良くなったとの回答が約
8割を超えたことなどが報告されたほか、学校側
から保護者の反応が良かったことなどが伝えら
れました。

◆建設雇用改善パトロールの実施
◆入職・離職率など各種調査事業
◆建設現場見学会・体験実習、インターンシップ
　（建設系以外の高校生）の実施
◆求人合同説明会の開催
◆新規入職者への研修会開催 　　　　　など

木造倉庫の建設体験など木造倉庫の建設体験など ＣＣＩ茨城が事業計画

県魅力ある建設事業推進連絡会議（CCI 茨城）
が 3月 25 日に水戸市の県建設技術研修センター
で開かれ、平成 27 年度の事業報告を行うととも
に平成 28 年度の事業計画案、収支予算案などを
審議、決定しました。
冒頭、本会の松山恒男副会長が「建設業のイ

メージアップと職場環境の改善を推進していき
たい」とあいさつしました。
審議では、事業報告として那珂湊中学校で校倉
工法による木造倉庫建設体験学習を実施したこ
とや、建設フェスタへの参加協力、CCI レポート
作成などについて説明しました。

◆校倉工法による木造倉庫建設体験学習
◆ 建設現場見学会・実習・インターンシップの
実施協力

◆ 建設フェスタ参加やCCIレポート作成等の
広報活動

平成 28 年度の主な事業計画

主な事業計画
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本会初の就職前研修を実施本会初の就職前研修を実施 富士教育訓練
センターにて７社８人が参加し社会人の基本学ぶ

大子支部（大藤博文

支部長）は 3 月 17 日

に、大子おやき学校グ

ラウンドで芝張りボラ

ンティア活動を実施し

ました。 同学校のグラウ

ンドは、ドクターヘリ

のランデブーポイント

（屋外離着陸場）に使われていますが、地面が土

の状態で離着陸を行うと砂ぼこりが巻き上がる

ことから、支部員や町が支援して、地域一体で芝

張り作業を行いました。 午前中いっぱいかけて芝

張、転圧作業を行い、午後には土のグラウンドか

ら一面芝生の広場に生まれ変わりました。芝張り

に使用した重機は、支部会員が提供。芝や堆肥は

町の負担で行いました。  

大子支部
活動報告
大子支部
活動報告 おやき学校で芝張りボランティアおやき学校で芝張りボランティア

本会初の取り組みとなる新規入職者を対象と

した「就職前準備研修」を富士教育訓練センター

で実施し、会員 7社への就職内定者 8人が参加し

ました。

この研修は、建設業への就職内定者が社会人に

なるための心構えやあいさつの仕方、建設業の労

働安全衛生や自己啓発などについて 2泊 3日で学

ぶものです。東日本建設業保証㈱が企画・協賛し

ています。

今回は、富士教育訓練センターが建て替え工事

中であることから、学校法人大原学園の大原富士

宮ビガークラブ（静岡県富士宮市）で 3月 7 ～ 9

日に開催。全国から建設業関係への就職内定者

90 人が参加し、実践的な演習を通して、スピー

チの仕方や社会人としての基本動作などを学習

し、新たに始まる社会人生活に備えました。

本会は、このような取り組みを通し、入職者の

バックアップ体制をさらに充実させることで、人

材定着へ貢献していきます。

大藤支部長 グラウンドに芝張を施した

2泊 3日で社会人としての基本を学んだ
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県土木部は、国の動きに合わせて低入札価格調

査基準価格および最低制限価格の設定方法を改定

し、4月 1日以降の入札公告、指名通知案件から

適用を開始しました。工事費では、現場管理費の

算定率をこれまでの「0.8」から「0.9」へ引き上げ

ました。この見直しにより予定価格に対する割合

は、現在の 87%前後から上限の 90%近くまで引

き上げられる見通しです。

このほか積算体系上、共通仮設費に計上されて

いた「交通誘導員」等が直接工事費に計上される

こととなったため、関係する様式を変更。数値的

判断基準について、機械設備、電気設備工事は直

接工事費の 65%未満で失格としてい

たものを、ほかの一般的な工事の割

合と同率（直接工事費の約 75%未満）

としました。

土木関係建設コンサルタント業務お

よび補償関係コンサルタント業務は、

一般管理費等率の算定率を「0.3」か

ら「0.45」に変更。測量業務は諸経費

の算定率を「0.4」から「0.45」に、地

質調査業務は、解析等調査業務費の

算定率を「0.75」から「0.8」に、諸経

費の算定率を「0.4」から「0.45」に引

き上げました。

今回の引き上げにより、予定価格に

対する割合は土木関係建設コンサルタ

ント業務および補償関係コンサルタン

ト業務で約 5%、測量業務と地質調査

業務では約 2%引き上げられる見通し

です。

なお、工事、建設コンサル業務等

委託のいずれも低入札価格調査基準

価格および最低制限価格の対象金額

などに変更はありません。また、従来

どおり工事は予定価格の 70 ～ 90%、

委託業務は 60 ～ 80%（地質調査は約

66%～85%）の範囲内で設定されます。

【低入札価格調査基準および最低制限価格の設定方法】

①直接工事費の 0.95
 ＋
②共通仮設費の 0.9
 ＋
③現場管理費の 0.8
 ＋
④一般管理費の 0.55

①直接工事費の 0.95
 ＋
②共通仮設費の 0.9
 ＋
③現場管理費の 0.9
 ＋
④一般管理費の 0.55

改 正 前 改 正 前

工　事

①直接人件費×1.0
②直接経費×1.0
③その他原価×0.9
④一般管理費等×0.3

土木関係コンサルタント業務

①直接人件費×1.0
②直接経費×1.0
③その他原価×0.9
④一般管理費等×0.3

①直接人件費×1.0
②直接経費×1.0
③その他原価×0.9
④一般管理費等×0.45

補償関係コンサルタント業務

①直接測量費×1.0
②測量調査費×1.0
③諸経費×0.4

①直接測量費×1.0
②測量調査費×1.0
③諸経費×0.45

測量業務

①直接調査費×1.0
②間接調査費×0.9
③解析等調査業務費×0.75
④諸経費×0.4

①直接調査費×1.0
②間接調査費×0.9
③解析等調査業務費×0.8
④諸経費×0.45

地質調査

①直接人件費×1.0
②直接経費×1.0
③その他原価×0.9
④一般管理費等×0.45

現場管理費算定率を０.９へ
茨城県土木部が最低制限と調査基準を引き上げ
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平素は、茨城県の土木行
政につきまして、格別のご
理解とご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
この4月に土木部長に着
任いたしました。今後とも、

よろしくお願いいたします。
さて、茨城県土木部では、東日本大震災か

らの復興、関東・東北豪雨災害からの復旧、復
興を加速するとともに、施設の耐震化など防災
減災に資するための社会資本整備を進め「災
害に強い県土づくり」を推進してまいりますの
で、今後ともご支援をお願い申し上げます。
また、陸・海・空の広域交通ネットワークの
充実を図るとともに、日常生活を支えるインフ

ラ整備を積極的に進め、「みんなで創る 人が輝
く元気で住みよい いばらき」の実現に向けて
全力で取り組んでまいります。
これらの整備を効率的に推進するためには、
地元の厚い信頼と優れた技術力を備えた優良
企業が、健全な経営ができ持続的に発展でき
る環境整備が不可欠でありますことから、県と
いたしましては、意欲のある建設業者の方々へ
の支援や建設業の健全な発展に資する各種取
り組みを進めてまいります。
協会の皆様におかれましては、岡部会長さ

んを中心として、県土発展のために益々ご活躍
されますことをご祈念申し上げ、着任のご挨拶
とさせていただきます。

茨城県土木部長　澤田　勝　

茨城県幹部職員（建設関係部門） 平成28年4月1日現在

土木部
職　名 氏　名

部長 澤田　勝●
次長 嶋田一郎●
技監（総括） 富永幸一●
都市局長 新　一真●
企画監 仙波義正●
参事兼監理課長 猿田　寛●
用地課長 松平正彦
技監兼検査指導課長 古平祐次●
道路建設課長 松橋秀広●
技監兼道路維持課長 大山登志彦●
技監兼河川課長 横田喜一郎●
技監兼港湾課長 小杉俊一
営繕課長 鈴木安行
都市計画課長 小林一洋●
都市整備課長 渡辺　功●
技監兼公園街路課長 藤田幹雄
技監兼下水道課長 井坂　良
建築指導課長 小沼紀男●
住宅課長 海老沢和雄●
水戸土木事務所長 橋本義彦●
技監兼常陸大宮土木事務所長 桑田康司
大子工務所長 原部修一●

技監兼潮来土木事務所長 肥髙孝之●
土浦土木事務所長 伊藤敦史
土浦土木事務所つくば支所長 鯉渕宏一●
筑西土木事務所長 富田広美
常陸太田工事事務所長 内木二三男●
高萩工事事務所長 鈴木俊二
鉾田工事事務所長 桐原保雄●
竜ケ崎工事事務所長 柳澤晃宏●
常総工事事務所長 飯村信夫●
境工事事務所長 宮﨑　隆●
茨城港湾事務所長 二川　浩
鹿島港湾事務所長兼保安調整監 野上邦男●
鹿島下水道事務所長 飯田俊隆●
流域下水道事務所長 茂田義巳

農地局
職　名 氏　名

農林水産部長 井上　計●
理事兼農地局長 根本　均
農村計画課長 根本　力
農地整備課長 石塚義眞
農村環境課長 関　武志●
県央農林事務所土地改良部門長 平石　昇●

県北農林事務所土地改良部門長 飯村　保
鹿行農林事務所土地改良部門長 猪瀬直哉
県南農林事務所土地改良部門長 飯塚弘幸●
県西農林事務所土地改良部門長 西村俊夫
高萩土地改良事務所長 檜山　敦●
稲敷土地改良事務所長 豊田雄一郎●
境土地改良事務所長 中山英治●

企業局
職　名 氏　名

公営企業管理者企業局長 中島敏之
企業局次長 勝山　均●
企画経営室長 圓崎浩明●
総務課長 國松永稔●
業務課長 蓼沼秋男●
施設課長 茅根継雄
県南水道事務所長 伊藤　隆
鹿行水道事務所長 高田浩幸●
県西水道事務所長 蛭町修身
県中央水道事務所長 永井　剛

●…新任（敬称略）

着任あいさつ
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ちょっと一言

水戸で 3月28日に桜が開花したとのこと。
平年より5日早いそうだが、昔はもっと遅かっ
た気がする。若いころ、職場の花見の場所取り
をさせられたことがあるが4月の10日前後だっ
た気がする。年々、桜の開花が早くなっているよ
うだが、これも温暖化のせいなのだろうか。温
暖化と聞くとすぐに異常気象による災害が頭に
浮かんでしまう。新しい年度に災害のないよう、
心配が取り越し苦労になることを祈りたい。（K）

県建設業協同組合（岡部英男理事長）による理事
会が 3月 29 日に水戸市の県建設技術研修センター
で開催され、第 46 期（平成 28 年 4 月 1 日～ 29 年
3 月 31 日）の事業計画案などが承認されました。
あいさつで岡部英男理事長は「事業を縮小して保険
事業を中心に展開してきたが、16 年度も建設業協
会から事業継承した工事代金立替制度などの貸付事
業を継続し、組合員の活動に貢献したい」とあいさ
つしました。

日時：平成28年5月25日（水）
　　　午前10時30分表彰式、11時総会
場所：茨城県建設技術研修センター
　　（水戸市青柳町4195）
議題：27年度事業報告
  28年度予算案・事業計画案ほか

平成 28 年度
定時総会のご案内
（一般社団法人）茨城県建設業協会

新 規 入 会

▽潮来支部
　株式会社 鈴木工務店　鈴木勇代表取締役
　　住所：潮来市上戸 323－2
　　電話：0299－64－2559

▽土浦支部
　浅野物産 株式会社　浅野一重代表取締役
　　住所：つくば市羽成 23－1
　　電話：029－836－4675

　有限会社 並木建設　中根純一代表取締役
　　住所：土浦市藤沢 1465
　　電話：029－829－3133

事業計画案など承認事業計画案など承認
茨建組が理事会

県内自治体8割が導入
中間前払金制度

県内自治体8割が導入
中間前払金制度

茨城県内の 20 市町【表参照】が、本年 4月 1 日
から請負代金が 1件 500 万円以上の工事について、
新たに中間前払金制度の導入を開始しました。前払
率はいずれも 20% です。昨年度までに運用してい
る 16 自治体（県を含む）を含めると、県内自治体
の 8割がこの制度を導入しました。制度を効果的に
活用し、資金調達の円滑化を図りましょう。
部分払では出来形検査や出来高検査の書類作成が

必要となりますが、中間前払金の認定は書類による
審査であるため、手間と時間を大幅に節約できます。
主な条件は、①工期の 2分の 1を経過②工程表によ
り工期の 2分の 1を経過するまでに実施すべき作業
が行われている―などです。詳細は各自治体にご確
認ください。

日立市 土浦市 石岡市
結城市 龍ケ崎市 笠間市
取手市 守谷市 那珂市
稲敷市 桜川市 神栖市

つくばみらい市 小美玉市 茨城町
城里町 阿見町 八千代町
五霞町 利根町
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